
会　計 歳入決算額 歳出決算額 差引額

国民健康保険事業 47億2,349万円 45億9,380万円 1億2,969万円

公共下水道事業 11億4,456万円 11億4,321万円 135万円

介護保険事業 52億1,238万円 51億7,179万円 4,059万円

保険事業 51億7,452万円 51億5,206万円 2,246万円

介護サービス事業 3,786万円 1,973万円 1,813万円

後期高齢者医療事業 6億8,146万円 6億6,503万円 1,643万円

病院事業債管理 3億590万円 3億590万円 0万円

　一般会計以外の決算の状況
特別会計の決算状況 会　計 区　分 収　入 支　出 差引額

水道事業
収益的収支 7億3,657万円 6億4,404万円 9,253万円

資本的収支 8,364万円 2億7,403万円 △1億9,039万円

病院事業
収益的収支 12億9,395万円 12億7,845万円 1,550万円

資本的収支 1億2,087万円 1億4,557万円 △2,470万円

※収益的収支は通常の営業活動に伴う収支、資本的収支は資産の整備に伴う収支のことです。

会　計 収　入 支　出 差引額

府中市病院機構 37億572万円 36億7,536万円 3,036万円

企業会計の決算状況

地方独立行政法人府中市病院機構の決算状況

問い合わせ先　企画財政課（☎４３-７１１９）

平成29年度決算からみる府中市

平成29年度決算から見る府中市
平成29年度一般会計の
歳入・歳出決算の状況

　歳入は、前年度から３億2,564万

円減少しました。

歳入減少の主な要因
　市税は個人住民税の増加などに
より、3,554万円増加しましたが、
市の借入金（市債）が３億550万円
減少、また、地方交付税も１億5,372
万円減少しました。

　歳出は、前年度から４億5,651万

円減少しました。

歳出減少の主な要因
　扶助費、人件費、公債費を足し
た義務的経費が7,835万円減少し、
市民病院改築工事や防災行政無線
整備工事の終了などにより、建設
費が３億6,862万円減少しました。

　歳入と歳出の差引額は７億4,557
万円です。

※市民１人あたりの金額は、平成30年
３月末人口40,007人で計算しています。

人件費
28億5,551万円
（14.6％）

公債費
26億1,669万円
（13.4％）建設事業費

24億9,832万円
（12.8％）

他会計繰出金
22億9,152万円
（11.7％）

その他
53億6,567万円
（27.6％）

扶助費
38億7,959万円
（19.9％）

市税
52億4,857万円
（25.9％）

地方交付税
60億3,171万円
（29.8％）

国庫支出金
26億825万円
（12.9％）

市債
19億3,760万円
（9.6％）

県支出金
12億9,839万円
（6.4％）

その他
31億2,835万円
（15.4％）

202億
5,287万円
市民１人あたり
506,233円

195億
730万円
市民１人あたり
487,597円

歳入

歳出

平成29年度の主な事業の紹介

　児童館としての機能に加え、子育て世代の
活動を支援し、赤ちゃんの頃から木に触れる
ことで、豊かな心を育てる木育推進施設とし
て今年４月１日にオープンしました。

　出口川の湧水を処理する施設が老朽化した
ことに伴い、施設の最重要部である汚泥脱水
機の更新工事をしました。

　土砂災害などの被害の恐れのある箇所や、
避難場所などを示した土砂災害ハザードマッ
プを20,000部作成し、各戸へ配布しました。

　南北道路全線開通に向けて、バス通りから
鵜飼工業団地登口付近までのＤ工区について、
整備が完了しました。

　市街地西側外郭の幹線街路として計画し、
平成27年度から事業用地を取得しています。　市営桜が丘墓園に第２期分として、194区画

を整備しました。

　南小学校と旭小学校の老朽化したトイレを
洋式などに改修しました。　木野山町などに防火水槽を設置しました。

府中市こどもの国整備事業
� ５億9,751万円

出口川湧水処理施設の汚泥脱水機
更新事業� １億4,120万円

本山鵜飼線道路改良事業（Ｄ工区）
� １億5,590万円

目崎出口線改良事業
� ２億3,489万円桜が丘墓園整備事業

� 3,917万円

小学校トイレ改修工事
� 9,090万円防火水槽設置工事

� 993万円

府中市こどもの国ポムポム

出口湧水処理施設

本山鵜飼線

（税込み）

土砂災害ハザードマップ作成
� 1,112万円
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